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高松港

1. 概況

　高松港は香川県の中央部よりやや東に位置し、背後は四国
の政治･経済･文化等の中心地域であり、本州との海上交通
の要衝として重要な位置にある。商港及び観光港の機能のみ
ならず、経済発展に伴う臨海工業地帯の開発と相まって工業
港の性格をも有する港湾として発展してきた。
　本港は天正16年に生駒親正が日本三大水城のひとつとし
て名高い高松城を築き、同時に内町港を築造したことから始
まり、古くから本州との連絡拠点として栄えてきた。明治時
代に入り、船舶の発達とともに港の重要性が増す中、高松市
による明治30年からの築堤工事を皮切りに高松港の整備が
本格化した。明治43年には宇野～高松間で国鉄宇高航路が
開設され、以降貨客の増加に対処するため、大正11年に管
理を市から県に移し内務省の直轄工事として大改修工事等を
行ったことにより、高松港は四国の玄関としての地位を確立
した。戦後、貨客の需要は更に増加し、国鉄は連絡船を大型
化し、国鉄専用バース（第一、第二岸壁）が築造された。県
工事では県営桟橋周辺の –7.3m浚渫、東浜町の機帆船施設の
整備等を実施した。経済の進展と輸送形態の変化に伴い、海
上輸送の活発化、船舶の急増と大型化、フェリー化等が顕著
となり、昭和36年から西防波堤、中防波堤、東防波堤を旧
防波堤より更に沖側に移築し、同時に港内浚渫も実施して泊
地面積をほぼ倍に拡張した。併せて玉藻地区中央埠頭 –7.5m
岸壁2バース、–4.5m岸壁2バースを築造し、フェリー施設
を集約するとともに弦打地区には木材取扱施設を整備した。
　昭和25年からは、朝日地区を中心として埋立事業により土
地を造成しており、そのうち初期に造成した約80haは臨海工
業用地として香川県で初めて県外企業を誘致したほか、併せ
て地元企業も立地し、工業地帯を形成している。また、昭和
26年の港湾法の施行に伴い重要港湾に格付けされ、高松市の
行政区域の拡張と経済の広域化に伴い、昭和38年に弦打・
香西・神在・生島の各地方港湾を包括して広域港湾に設定さ
れ、昭和41年には関税法による開港に指定、昭和44年には
植物防疫法による輸入指定、平成10年3月には家畜伝染病予
防法による動物検疫指定とこれまで次々と機能の拡張が行わ

れてきた。
　瀬戸大橋、高松空港及び四国横断自動車道など高速交通
ネットワークの形成が図られ、環瀬戸内海圏の一翼を担う地
域としての発展が期待される中、玉藻地区では、四国の中枢
都市にふさわしい港湾機能と都市機能が一体となった新しい
都市拠点を創造するため「情報、業務などの高次元都市の拡
充強化と文化的で快適な都市空間の創造」を目指した整備を
行い、平成16年5月に「サンポート高松」としてグランドオー
プンした。同エリア内では、2万トン級クルーズ船受入のた
めの岸壁（-10m）を整備し、平成23年には寄港可能な船舶を
5万トン級へと大型化するための改修工事を実施した。その
後、さらに大型のクルーズ客船（11万トン級）の寄港ニーズ
に対応するため、令和6年度から国庫補助事業として、当該
岸壁の延伸事業に着手している。
　また、県内企業とアジアの結びつきが強まる一方で地域間
競争が激化する中、高松港の物流機能の中心である朝日地区
では、船舶の大型化や物流の合理化等に対応し、更なる物
流の機能強化を図ることや、東南海・南海地震などの大地震
時に緊急物資輸送等の復旧拠点を確保することを目的に、沖
合約16haを埋立て、耐震強化岸壁（ –12m）や広域防災緑地
を備える等の機能強化を図る国際物流ターミナル整備事業を
実施し、平成23年度に耐震強化岸壁（ –12m）を暫定供用開
始、令和6年度には航路・泊地を含めて本格供用した。また、
定期コンテナ航路は、平成9年6月の韓国釜山港との航路開
設を皮切りに増加し、現在4航路週8便が寄港している。さ
らに、効率的なコンテナ蔵置を行うため、令和7年度末には、
ヤードの拡張整備を進める等、四国有数の外貿コンテナ取扱
量を誇る港として更なる機能強化を図っている。加えて、令
和2年度から、高松・神戸間航路のフェリー貨物の増加に伴
う船舶の大型化と大規模地震発生時の緊急物資輸送機能を確
保するため、「高松港複合一貫輸送ターミナル」の整備に着手
している。
　これらの整備効果を最大限に活かし、高松港が今後とも地
域経済の発展に大きく寄与するとともに物流や交流の拠点港
として、益々の発展が期待されている。

〒760–8570　高松市番町4–1–10
☎087–832–3551
URL：�https://www.pref.kagawa.lg.jp/kowan/

index.html
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2. 港勢

外貿コンテナ貨物取扱量 乗降人員

項目 フレートトン
TEU 合計 乗込人員 上陸人員

実入り 空コン 外国航路 6,018 3,009 3,009
輸出 86,742 7,208 7,614 内国航路 2,062,696 1,054,786 1,007,910
輸入 160,526 16,687 128 計 2,068,714 1,057,795 1,010,919

海上出入貨物
品種

項目
合計 農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品

トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％
輸出 86,742 100.0
輸入 165,598 100.0 5,072 3.1
計 252,340 100.0 5,072 2.0

移出 2,697,194 100.0 266 0.0 2,497,653 92.6
4,965,865

移入 3,256,104 100.0 73 0.0 588,427 18.1 1,542,195 47.4
4,076,630

計 5,953,298 100.0 339 0.0 588,427 9.9 4,039,848 67.9
合計 6,205,638 100.0 339 0.0 588,427 9.5 4,044,920 65.2

品種
項目

化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品 分類不能のもの
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

輸出 86,742 100.0
輸入 160,526 96.9
計 247,268 9.08

移出 5,010 0.2 423 0.0 193,842 7.2

移入 342,742 10.5 782,667 24.0

計 347,752 5.8 423 0.0 976,509 16.4
合計 347,752 5.6 423 0.0 1,223,777 19.7

太字は自動車航走船取扱貨物（外数）で、計及び合計に含まない

入港船舶
トン数

別
種別

合計 30,000総トン以上 10,000総トン以上 
30,000総トン未満

6,000総トン以上 
10,000総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 295 2,293,655 2 60,554 9 114,378 267 2,058,909
内航商船 12,764 1,690,625 1 50,444 5 36,750
自　　航 15,250 18,998,259
そ  の  他 874 193,347 1 14,300 2 16,075
合　　計 29,183 23,175,886 3 110,998 10 128,678 274 2,111,734

トン数
別

種別

3,000総トン以上 
6,000総トン未満

1,000総トン以上 
3,000総トン未満

500総トン以上 
1,000総トン未満

5総トン以上 
500総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 13 52,979 3 6,039 1 796
内航商船 70 266,619 68 171,569 253 173,695 12,367 991,548
自　　航 1,410 6,194,076 5,869 7,289,555 5,275 4,825,574 2,696 689,054
そ  の  他 29 48,702 46 33,533 796 80,737
合　　計 1,493 6,513,674 5,969 7,515,865 5,575 5,033,598 15,859 1,761,339

最大入港船舶のトン数　50,444総トン（喫水 7.8 m）
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3. 港湾施設

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t）

基
数

棟
数

使用
面積

（㎡）
（公 　　　　　共）
朝 日 地 区 C 地 区

（ –6m） 岸 壁
6.0 130 3,000G/T 1 フェリー

C 地 区
（ –5.5m） 岸 壁

5.5 91 2,000G/T 1

C 地 区
（ –4.5m） 岸 壁

4.5 324 700D/W 3 砂利・砂

朝 日 町
（ –5.5m） 岸 壁

5.5 488 2,000D/W 4 （公）
3

3,487 鋼材、染料、塗料・
合成樹脂・その他化
学工業品

F 地 区
（ –5.5m） 岸 壁

5.5 240 2,000D/W 2 鋼材

F 地 区
（ –7.5m） 岸 壁

7.5 390 5,000D/W 3 取合せ品
鋼材

朝日地区 –12m
耐 震 強 化 岸 壁

12.0 240 30,000D/W 1 原木

F 地 区
（ –10m） 岸 壁

10.0 370 10,000D/W 2 ガントリークレーン 30.5 1 1 309 再利用資材、木製品
ハーバークレーン 30.5 1

朝 日 町 石 油
桟 橋 １ 号

5.5 360 2,000D/W 4 LNG

朝 日 町 石 油
桟 橋 ２ 号

5.5 214 2,000D/W 3 石油製品
7.5 214 5,000D/W 1

朝 日 町 石 油
桟 橋 ３ 号

5.5 180 2,000D/W 2

石 油 基 地
（ –4.5m） 岸 壁

4.5 229 700D/W 2 重油

朝日町係船浮標 11.0 20,000D/W 1
玉 藻 地 区 中 央 ふ 頭

（ –4.5m）第１岸壁
4.5 76 594G/T 1

中 央 ふ 頭
（ –4.5m）第２岸壁

4.5 41 1

中 央 ふ 頭
（ –5m） 岸 壁

5.0 112 1

中 央 ふ 頭
（ –7.5m） 岸 壁

7.5 130 5,000D/W 1

県営第4浮桟橋 7.0 136 700G/T 2 フェリー
玉 藻 地 区
–1 0 m 岸 壁

10.0 310 50,000G/T 1 旅客船

玉 藻 地 区
–7 . 5 m 岸 壁

7.5 172 5,000G/T 1 フェリー

玉 藻 地 区
–6 m 岸 壁

6.0 150 3,000G/T 1 フェリー

香 西 地 区 香 西 西 地 区
（ –5.5m） 岸 壁

5.5 200 2,000D/W 2 砂利・砂

香 西 西 地 区
（ –4 . 5 m ）
１ 号 岸 壁

4.5 140 700D/W 2 砂利・砂

香 西 西 地 区
（ –4 . 5 m ）
２ 号 岸 壁

4.5 140 700D/W 2 砂利・砂

（専 　　　　　用）
モー ビ ル 石 油 ㈱ モービル石油岸壁 4.5 100 700 1 
四 国 ド ッ グ ㈱ 四国ドッグ岸壁 5.0 168 1 船舶艤装
泉 鋼 業 ㈱ 泉 鋼 業

ド ル フ ィ ン
5.5 55 2,000 2 

東 京 製 鉄 ㈱ 東 京 製 鉄
ド ル フ ィ ン

5.5 81 2,000 1 金属くず

山 内 石 油 ㈱ 若 宮 産 業 山 内
ド ル フ ィ ン

5.0 17 200 1 石油製品
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泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地 4.5～6.0 699,000
7.0～7.5 331,000

10.0～ 1,212,000
はしけ溜 – –
木材投下泊地 – –
危険物泊地 – –

保　　管　　施　　設
区　　　　分 棟数 面積・容量

野積場 198,463㎡
普通倉庫
　1〜3類倉庫 30 40,069㎡
　危険品倉庫 1 105㎡
　野積倉庫 – –
　貯蔵倉庫（サイロ） – –
冷蔵倉庫 2 1,758㎡
水面倉庫（貯木場） – –

港　湾　関　連　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

高松港管理
事務所

552

玉藻地区
フェリー乗り場

496

玉藻地区
客船乗り場

358

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路 21,473 
新交通・鉄道 –
ヘリポート –

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t）

基
数

棟
数

使用
面積

（㎡）
東 京 製 鉄 ㈱ 東 京 製 鉄 石 油

ド ル フ ィ ン
5.5 17 1 

高 松 市 高松市し尿桟橋 4.5 68 1 
高 松 砂 利 販 売 ㈿ 高松市砂利桟橋 4.5 18 200 2 砂利・砂
徳 山 曹 達 ㈱ 徳 山 曹 達

ド ル フ ィ ン
5.5 16 200 1 セメント

4. コンテナターミナルの概要    
朝日地区
埠 頭 名 F地区（ –10m）岸壁
ター ミ ナ ル 面 積 65,000㎡
岸 壁 延 長 370m
水 深 10m
荷 役 機 械 ガントリークレーン1基

ハーバークレーン1基
ア ウ ト リ ー チ 31m、38m
リーファープラグ 48基
荷 役 方 式 ストラドルキャリア方式
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5. マリーナ
区　　分

名称など

施　設　規　模 収　　容　　能　　力
上下

架施設
（能力、

基数）

泊
地
水
深

（m）

開設
年度 関連施設陸域

（㎡）
水域

（㎡）
防波堤
延長

（m）
合計

（隻分）

陸上保管 水面保管
ボート
ヤード

（隻分）
艇庫

（隻分）
浮桟橋

（隻分）
固定
桟橋

（隻分）
（公）高松市立ヨッ
ト競技場

〒760–0011　高松
市浜ノ町67‒１
☎087–822–1668

9,000 363 305 58 クレーン
（4.8t　1）
斜路

（幅70ｍ）

3 昭和43
年度

クラブハウス
駐車場

高松マリーナ

〒760–0011　高松
市浜ノ町68–17
☎087–821–8470

6,244 1,000 0 50 50 クレーン
（12t　1）
フォーク
リフト

（2t　1）

3 昭和42
年度

クラブハウス
駐車場

瀬戸内マリン

〒761–8003　高
松市神在川窪町
113–20
☎087–882–7715

7,500 1,000 140 120 12 8 沈下リフト
（18t　1）
クレーン

（3t　1）

3 昭和52
年度

駐車場（約40
台）
クラブハウス

マリーナペラガス

〒761–8031　高松
市　郷東町796–53
☎087–882–1401

11,000 12,000 300 150 150  クレーン
（20t　1）
（25t　1）
斜路

3 昭和57
年度

クラブハウス
駐車場
喫茶コーナー

高松港ビジターバース

〒760–0011　高松
市浜ノ町68番17号
☎087–821–8470

7 7 3 平成15
年度

大的場ビジターバース

〒760–0011　高松
市浜ノ町67番1号
☎087–822–1668

8 8 3 平成18
年度

6. 緑地
区　分

名　称
面　積（㎡）

（植栽率 –％）
水際線延長

（m） 緑地タイプ 竣工年度
施　　　　　　　　　設

利　用　施　設 附　属　施　設
詰田川緑地 11,972 104 休息緑地 平成2年度 ぶらんこ1、砂場1

すべり台1、あずまや2
遊歩道4,200㎡、時計台1

玉藻地区
ハーバープロムナード

24,500 休息緑地 平成12年度 噴水、あずまや3 時計塔1

芝山海岸緑地 1,400 830 修景緑地 平成12年度 あずまや2
香西緑地 3,400 休息緑地 平成16年度 あずまや1 遊歩道700㎡
浜ノ町港湾緑地 1,505 51 修景緑地 平成17年度 あずまや1
香西西地区緑地 16,800 レクリエー

ション緑地
平成22年度 あずまや3 遊歩道1,000㎡

北浜プロムナード 2,466 313 修景緑地 平成20年度 あずまや1
シーフロントプロム
ナード緑地

6,500 251 修景緑地 平成20年度

キャッスルプロム
ナード緑地

5,939 330 シンボル
緑地

令和6年度

キャッスルプロム
ナード多目的広場

2,446 116 シンボル
緑地

令和6年度

7. 基地港湾
該当なし
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8. ポートサービス
港湾運送

名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号

業　　　　種

一
　
　
般

港湾荷役 は

し

け

い

か

だ

港
湾
荷
役

（一貫）

船
　
内

沿
　
岸

高松商運㈱ 〒760–0019　高松市サンポート1–1 087–851–5661 ○ ○
玉藻港運㈱ 〒760–0064　高松市朝日新町9–22 087–851–4488 ○
㈱大運組 〒760–0031　高松市北浜町5–5–301 087–851–8736 ○ ○ ○
港海運㈱ 〒760–0036　高松市城東町1–2–22 087–851–0563 ○ ○
坂出東洋埠頭㈱高松営業所 〒760–0065　高松市朝日町4–496–13 087–851–9515 ○
カトーレック㈱高松支店 〒760–0065　高松市朝日町5–5–1 087–851–4334 ○ ○
日本通運㈱四国支店高松海運事
業所

〒760–0064　高松市朝日新町19–24 087–851–8826 ○ ○

水先
水　　先　　区 水　先　人　会　事　務　所　所　在　地 電話番号 会員数

内海 〒650–0042　神戸市中央区波止場町5–4（中央ビル内） 078–391–7191 150

9. 関係出先官公署
名　　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

高松出入国在留管理局 〒760–0033　高松市丸の内1–1 087–822–5852
坂出税関支署高松出張所 〒760–0065　高松市朝日新町1–30 087–851–2874
神戸植物防疫所坂出支所 〒762–0002　坂出市入船町1–6–10 0877–46–4108
四国運輸局 〒760–0019　高松市サンポート3–33 087–802–6715
四国地方整備局高松港湾・空港整備事務所 〒760–0064　高松市朝日新町1–30 087–851–5522
第六管区海上保安本部高松海上保安部 〒760–0064　高松市朝日新町1–30 087–821–7013
香川県高松港管理事務所 〒760–0019　高松市サンポート1–1 087–851–3442
高松地方気象台 〒760–0019　高松市サンポート3–33 087–826–6121
高松北警察署 〒760–8511　高松市西内町2–30 087–811–0110
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